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「令和６年度女性研究者支援コンソーシアムあきた賞」表彰式を行いました
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秋田県産業技術センター
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令和7年1月31日(金)秋田大学において、
「令和6年度女性研究者支援コンソーシアム
あきた賞」表彰式を執り行いました。

選考の結果、今年度は若手研究者学術研
究部門に2名、若手研究者地域貢献部門に1
名、ワークライフバランス部門に1名が表彰
されました。

式では、本コンソーシアム会長の南谷佳
弘秋田大学長から、「この表彰により、受
賞者が今後益々活躍すること、そして、受
賞者をロールモデルとして、次世代を担う
女子中高生や大学生が研究者を目指し、
『女性研究者支援コンソーシアムあきた』

参画機関の更なる発展に寄与することを期待します」と挨拶があり、被表彰者一人ひとりに表彰状が授与されました。
引き続き行われた、受賞者と表彰式参加者との懇談会では、受賞者による研究テーマの紹介をはじめ、ワークライ

フバランスについてのお話しなどがあり、女性研究者の活躍について考える貴重な機会となりました。

育児関連給付金が、新設されます！

2025年4月1日施行の雇用保険法改正により、新たに「出生後休業支援給付金」と「育児時短就業給付金」が
創設されました。
共働き・共育てを推進するため、また、育児中の柔軟な働き方を選択しやすくするための制度です。

【出生後休業支援給付金】共働き・共育てを推進！
子の出生直後の一定期間に、両親ともに（配偶者が就労していない場合などは本人が）、14日以上の育児休業を
取得した場合に、出生時育児休業給付金または育児休業給付金と併せて「出生後休業支援給付金」を最大28日間
支給します。

【育児時短就業給付金】育児中の柔軟な働き方を応援！
2歳未満の子を養育するために育児時短勤務をした場合、賃金の最大10％に相当する額が
支給されます。

※ 対象者には人事課から、書類準備等の連絡があります。
※ 詳細は、人事課（給与・共済）担当までお問い合わせください。（内線：2238）
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ことりのおへや 利用者の声

コロコニラウンジ お試しオープンしました

コロコニトーキングの要望の中に、教職員が気軽に出入りしたり、ゆっくり過ごせ
る場所の要望があり、お試しとして、手形キャンパスで12月11日から1月15日の水曜
日、11：30から13：30に「コロコニラウンジ」をオープンしました。

当室では、飲み物やお湯を準備し、各回、好きな時間にお越しいただき、ランチを
とったり、雑談したり、自由にお過ごしいただきました。

５日間で、延べ57 名の教職員の皆さまにご利用いただき、
アンケートでは「いろんな学部の人と話せるのがいい」
「事務の人と話せるのがいい」「曜日をランダムに実施
してもいいかも（水曜日だけだと参加
できない教員もいる）」などのご意見
をいただきました。

今後の開催ついては、決まりました
ら、AU-CIS等で周知する予定です。

コーヒーにお茶、スープをご用意。
畳でのんびり足を伸ばしてリラックス♪

コロコニトーキングを開催しました

秋田大学は10月30日、11月5日に、同大手形キャンパスで、学内教職員を
対象とした意見交換会「コロコニトーキング」を開催しました。

10月30日の開催は、中村副理事の開会の挨拶に続き、川辺人事課長が
「ワークライフバランスに関する意識調査2024」の速報結果の説明を行った
後、誰もが働きやすい職場環境についてフリートーキングを行い、フリートー
キングでは、「ワークライフバランス向上のためにはどのような取組が有効
か」「あったらいいと思う制度」などについて意見が出されました。様々な職
種の方がいる中で、それぞれの職場の事情や職員のライフステージに応じ、職
場としてどのような支援ができるか、今後の取り組みの参考になる意見をたく
さんいただき、男女共同参画推進室福山室長の閉会の挨拶をもって終了しまし
た。

また、11月5日の開催は、主に女性教員を中心にフリートーキングを行い、
「女性教員が働き続けられる職場環境」について、さらに具体的な意見や要望
があがり、盛況の内に終了しました。
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生理用ナプキンを寄贈
いただきました

令和6年11月26日、本学手形キャンパスにて、
プロゴルファーの東尾 理子氏が代表を務めるＮＰ
Ｏ法人TGP様より、生理用ナプキンとディスペン
サーを寄贈いただきました。

今回の寄贈は、日本キャタピラー社様のご寄付
によって実現したものです。

今後は寄贈品を学内に設置し、学生が利用しや
すいようにサポートしていきます。

NPO法人TGP様、日本キャタピラー社様ありが
とうございました。

写真左より 福山室長/東尾TGP代表/上田理事/藤嶋助教

☆とても安心して預けることができました。
病中、病後は元気でも疲れやすいと思うので、十分に
ゆっくり過ごさせてもらったおかげで休みながらも楽
しい時間をすごせてよかったです。
また、お願いするかもしれませんが、その時はよろし
くお願いします。

☆しっかりと子どもを見て、様子を詳しく教えて頂い
たので安心でした。
人見知りをしてしまい本人が休めたかは分かりません
が、お昼寝など、本人の好きなリズムで過ごすことが
できたのでよかったです。

☆ゆったりと過ごさせていただきました。
兄姉も利用させていただいており、「ことりのおへや」
が大好きでした。安心して預けることができます。

「ことりのおへや」は
病児・病後児保育室です。
ホームページは→
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https://www.hos.akita-u.ac.jp/hoiku/index.html

